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普
通
教
室
６
室
を
増
設

東向陽台中学校増築の概要東向陽台中学校増築の概要
工　事　金　額：１億９９５０万円
施　工　業　者：株式会社阿部和工務店
増築部工事概要：普通教室６室
　　　　　　　　図書室１室
　　　　　　　　職員更衣室男女各１室
　　　　　　　　倉庫４室
改修部工事概要：現図書室を第２理科室に改修
　　　　　　　　昇降口の改修

　

平
成　

年
度
第
２
回
定
例
会
は
、
６

２４

月
５
日
に
招
集
さ
れ
、
８
日
ま
で
の
４

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、

町
長
提
出
議
案
が
、
予
算
に
関
す
る
も

の
９
件
（
平
成　

年
度
補
正
予
算
５
件
、

２４

平
成　

年
度
補
正
予
算
４
件
）、
条
例

２３

に
関
す
る
も
の
４
件
、
そ
の
他
の
議
案

４
件
の
計　

件
。
議
会
提
出
議
案
が
、

１７

条
例
に
関
す
る
も
の
１
件
、
そ
の
他
の

議
案
３
件
の
計
４
件
で
、
合
計　

件
で

２１

す
。

　

議
会
は
こ
れ
ら
を
慎
重
に
審
議
し
、

全
件
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

２４

算
は
、
２
億
８
１
２
万
９
０
０
０
円
を

追
加
し
、
１
１
６
億
６
１
１
２
万
８
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
の

増
加
要
因
は
県
支
出
金
が
１
億
３
２

７
４
万
５
０
０
０
円
増
え
た
こ
と
で

す
。

　

条
例
に
つ
い
て
は
、
印
鑑
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
と
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
被
害
者

に
対
す
る
国
保
税
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
制
定
な
ど
で
す
。

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
は
、
議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
の
設
置
な
ど
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、　

人
の
議
員
が
町
長

１５

を
は
じ
め
執
行
部
に
町
政
を
質
し
ま

し
た
。

 
東
向
陽
台
中
学
校
増
築

生徒数の
増加によ

り、

東向陽台
中学校が

増築

されるこ
とになり

ました。

平成２５
年４月か

ら

使用でき
る予定で

す。
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被災者特別健診事業

3635万円

再生可能エネルギー等
導入事業
7245万円

河川災害復旧費
3606万円

災害救助費
2746万円

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成 22222222224444444444 年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度平成 24年度

各各各各各各各各各各種種種種種種種種種種会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正予
予予予予予予予予予算算算算算算算算算算をををををををををを可可可可可可可可可可決決決決決決決決決決

　各種会計補正
予算を可決

　

理由なき人員削減は

公正さ欠く
　

反対　永野　久子 議員

　

安定化と効率化に

努めており賛成
　

賛成　森　　　栄 議員

下
水
道
事
業
特
別
会
計

討 論 

定 例 会 

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
に
対
応
す
る
た
め
の
国
の
補

助
事
業
や
、
被
災
者
特
別
健
診
事
業
、
震
災
関
連
事
業
お
よ
び
５
月
３
日
の

集
中
豪
雨
へ
の
対
応
が
主
な
も
の
で
す
。
ま
た
４
月
１
日
の
人
事
異
動
に

よ
る
人
件
費
の
調
整
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

理
由
は
た
だ
一
つ
、
人
員

削
減
で
す
。
今
回
補
正
で
４

人
か
ら
３
人
に
減
ら
し
ま
し

た
が
、
業
務
が
減
少
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
予
算
規

模
は
む
し
ろ
増
加
し
て
い
ま

す
。
現
場
に
直
結
す
る
部
署

で
あ
り
、
人
員
削
減
の
理
由

に
つ
い
て
、
町
長
が
自
ら
の

言
葉
で
一
言
も
説
明
し
な

か
っ
た
こ
と
も
問
題
で
す
。

　

人
事
権
を
持
つ
町
長
が
、

合
理
的
な
理
由
も
な
い
ま
ま

特
定
の
部
署
の
人
員
削
減
を

行
う
の
は
、
職
員
が
健
康
に

働
く
権
利
を
侵
す
と
と
も
に

行
政
全
体
の
公
正
さ
を
欠
く

こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
に
も
つ

な
が
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
の
目
的
に
つ

い
て
、
下
水
道
法
第
一
条
に

は
、「
都
市
の
健
全
な
発
達

及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄

与
し
、
あ
わ
せ
て
公
共
用
水

域
の
保
全
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。」と
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
富

２４

谷
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
は
、
経
常
経
費
で

あ
る
職
員
の
人
件
費
の
削
減

に
務
め
な
が
ら
、
下
水
道
事

業
経
営
基
盤
の
安
定
化
と
効

率
化
に
努
め
た
補
正
予
算
で

あ
り
ま
す
。
下
水
道
は
、
住

民
の
快
適
な
生
活
基
盤
に
必

要
で
あ
り
、
今
後
も
下
水
道

事
業
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
期
待
し
て
賛
成

し
ま
す
。

主な 
内容 

　国の補助事業で24年度分として、成

田公民館と富ケ丘公民館に太陽光発電

設備等を設置するものです。この事業

は４年間継続され、順次他の公民館等

への整備が図られます。

　宮城県の補助事業で、18 歳か

ら 39 歳を対象とした健診です。

　東日本大震災倒壊家屋等解体費用お

よび災害援護資金の貸付金です。

　５月３日の集中豪雨対応で、

沼田川、苅又川、穀田川の復旧

工事にあてるものです。
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　　富谷町議会

　　　　　録画中継ＵＲＬ

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
イイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーー
ネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトト
録録録録録録録録録録
画画画画画画画画画画
中中中中中中中中中中
継継継継継継継継継継
がががががががががが
始始始始始始始始始始
まままままままままま
りりりりりりりりりり
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継
が
始
ま
り
ま
し
た

国保税滞納分収納国保税滞納分収納でで

１億158万円追加１億158万円追加

　

宮
城
県
地
方
税
整
理
機
構

に
移
管
し
て
い
た
世
帯
か
ら

納
税
が
あ
っ
た
の
が
補
正
の

主
な
要
因
で
す
。

　

滞
納
整
理
機
構
は
、
参
加

　

専
決
処
分
を
承
認
し
た
の

は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と

し
た
平
成　

年
度
各
種
会
計

２３

補
正
予
算
、
税
条
例
及
び
国

保
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

６
件
で
す
。

　

そ
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
に
１
億
７
４
５
２
万

７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額　

億
３
７
２
万
６
０
０
０

３７
円
と
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

税
条
例
の
一
部
改
正
の
主
な

改
正
点
は
、
①
土
地
に
係
る

固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措

置
の
延
長
②
地
域
決
定
型
地

方
税
特
例
措
置
の
導
入
な
ど

で
す
。
原
則
と
し
て
平
成　
２４

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る

も
の
で
す
。

平
成　

年
度

２３

国
民
健
康
保
険
補
正
予
算

討 論 
　

県の滞納整理機構

から脱退すべき
　

反対　佐藤　聖子 議員

　

国保の健全財政の

維持に大きく寄与
　

賛成　佐藤　克彦 議員

定 例 会 

市
町
村
か
ら
徴
収
の
引
き
継

ぎ
を
受
け
、
滞
納
者
所
有
の

財
産
調
査
を
実
施
、
順
次
差

押
え
や
公
売
等
の
滞
納
処
分

を
す
る
と
し
て
い
て
、
強
制

的
な
取
り
立
て
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
は
悪
質
滞
納
者
が
い
る

と
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

滞
納
世
帯
救
済
の
手
立
て
を

と
る
べ
き
で
す
。

　

県
の
機
構
か
ら
脱
退
し
、

「
あ
っ
た
か
富
谷
」
を
だ
れ

で
も
実
感
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
り
、
反
対
し
ま
す
。

　

富
谷
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
予
算
は
、
専
決
処

分
に
よ
り　

億
３
７
２
万
６

３７

０
０
０
円
と
し
、
財
政
調
整

基
金
積
立
金
に
、
１
億
９
８

９
５
万
１
０
０
０
円
を
積
み

立
て
る
専
決
処
分
を
行
い
、

財
政
調
整
基
金
総
額
を
７
億

９
７
８
４
万
３
０
０
０
円
と

し
た
も
の
で
、
基
金
積
立
金

の
増
額
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
税
率
引
き

２３

下
げ
に
よ
り
、
医
療
費
増
に

よ
る
基
金
積
立
金
の
取
り
崩

し
も
予
測
さ
れ
た
中
、
国
保

運
営
と
国
保
の
健
全
財
政
の

維
持
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
で
、
さ
ら
な
る
健
全
な
運

営
を
期
待
し
、
賛
成
討
論
と

し
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
７
月
か
ら
平

成　

年
第
１
回
定
例
議
会
分

２４
か
ら
の
映
像
・
音
声
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
配
信

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
映
像
・
音
声
を
視
聴

す
る
に
は
、
富
谷
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
議
会
の
ペ
ー
ジ

に
行
き
、
そ
の
中
の
リ
ン
ク

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
か
、
下
記

の
U
R
L
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

　

テ
ロ
ッ
プ
な
ど
の
編
集
作

業
の
た
め
同
時
配
信
と
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
議
会
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
た
め

の
議
会
で
す
。
ご
覧
い
た
だ

い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議
会

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

東日本大震災による災害被害者に
対する国民健康保険税の減免に
関する条例を制定

　東日本大震災による被災者の平成２４年度分の国保税が減免

になる条例を可決しました。

　なお、２３年度に決定を受けた方の新たな申請は不要です。　

対象となる主な区分は表のとおりです

生活保護法適用／障がい者の方
減免の割合区　　　分

全部
生活保護法の規定による生活扶助を受けることと
なったとき

10分の９
障がい者（第292条第１項第９号に規定する障がい
者をいう。）となったとき

住宅被害に遭われた方
減免の割合損害の程度合計所得金額

全部全壊・大規模半壊
500 万円以下であるとき

２分の１半壊

２分の１全壊・大規模半壊500 万円を超え
750 万円以下であるとき ４分の１半壊

４分の１全壊・大規模半壊
750 万円を超えるとき

８分の１半壊

http://www.tomiya-town.

stream.jfit.co.jp/
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意

見

書

採

択

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
者
に
対
す
る
医
療
費
一
部

負
担
金
免
除
の
扱
い
は
、
２

０
１
２
年
９
月　

日
（
福
島

３０

原
発
避
難
者
は
２
０
１
３
年

２
月　

日
）
が
期
限
と
さ
れ

２８

て
い
ま
す
。

　

不
自
由
な
仮
設
住
宅
で
の

生
活
や
生
活
再
建
が
進
ま
な

い
中
で
、
被
災
者
の
体
調
不

良
や
持
病
の
悪
化
な
ど
が
慢

性
化
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
特
別
な
措
置
と
し
て
、

生
活
再
建
に
至
ら
な
い
被
災

者
の
医
療
費
一
部
負
担
金
免

除
期
間
を
９
月
末
日
で
区
切

ら
ず
、
継
続
す
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。

（
提
出
先
）

　

衆
・
参
議
長
、
内
閣
総
理

　

大
臣
ほ
か

　

父
子
家
庭
が
年
々
増
え
、

多
く
の
父
子
家
庭
も
母
子
家

庭
同
様
、
経
済
的
に
不
安
定

で
、
子
育
て
等
で
も
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

父
子
家
庭
と
母
子
家
庭
で
は
、

行
政
に
よ
る
支
援
の
内
容
に

大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
で
父
子
家
庭
と

な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
生

活
実
態
は
、
妻
を
突
然
失
い
、

職
場
や
住
居
を
失
い
、
更
に

は
家
や
車
の
債
務
を
負
う
と

い
う
状
態
で
す
。
母
子
家
庭

が
受
け
ら
れ
る
行
政
に
よ
る

各
種
の
支
援
制
度
を
、
父
子

家
庭
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
も
の
で
す
。

（
提
出
先
）

　

衆
・
参
議
長
、
内
閣
総
理

　

大
臣
ほ
か

生活再建に至らない

東日本大震災被災者

の医療費自己負担

免除の継続を求める

意見書

父子家庭支援策

の拡充を求める

意見書

定 例 会 

こんなことが決まりました

●　第 2回定例会 ダイジェスト　●

富谷町印鑑登録及び証明に関する条例等の一部改正 …………………………………………………………… 全員賛成

東日本大震災による災害被害者に対する国民健康保険税の減免に関する条例の制定 ……………………… 全員賛成

平成２４年度富谷町一般会計補正予算（第１号） ………………………………………………………………… 全員賛成

平成２４年度富谷町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ………………………………………………… 全員賛成

平成２４年度富谷町下水道事業特別会計補正予算（第１号） ……………………………………… 賛成 16 人、反対 3人

平成２４年度富谷町介護保険特別会計補正予算（第１号） ……………………………………………………… 全員賛成

平成２４年度富谷町水道事業会計補正予算（第１号） …………………………………………………………… 全員賛成

平成２３年度町道富ケ丘明石線舗装補修工事（繰越分）契約の締結 …………………………………………… 全員賛成

和解及び損害賠償額の決定 ………………………………………………………………………………………… 全員賛成

平成２４年度富谷町立東向陽台中学校校舎増築工事請負契約の締結 …………………………………………… 全員賛成

平成２３年度町道穀田線歩道新設工事（第１工区）請負契約の変更 …………………………………………… 全員賛成

専決処分の承認を求めること（平成２３年度富谷町一般会計補正予算（第７号）） …………………………… 全員賛成

専決処分の承認を求めること（平成２３年度富谷町国民健康保険特別会計補正予算（第５号））
　 ………………………………………………………………………………………………………… 賛成 17 人、反対 2人

専決処分の承認を求めること（平成２３年度富谷町介護保険特別会計補正予算（第５号）） ………………… 全員賛成

専決処分の承認を求めること（平成２３年度富谷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）） ………… 全員賛成

専決処分の承認を求めること（富谷町税条例の一部を改正する条例） ………………………………………… 全員賛成

専決処分の承認を求めること（富谷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ………………………… 全員賛成

富谷町議会委員会条例の一部改正 ………………………………………………………………………………… 全員賛成

議会活性化調査特別委員会の設置に関する決議 ………………………………………………………………… 全員賛成

生活再建に至らない東日本大震災被災者の医療費自己負担免除の継続を求める意見書 …………………… 全員賛成

父子家庭支援策の拡充を求める意見書 ……………………………………………………………… 賛成 18 人、反対 1人

次のページから一般質問
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磯前 武磯前　武
議 員議　員

　

「
新
訂
富
谷
町
誌
」
は
、
平

成
５
年
３
月
町
制　

周
年
記

３０

念
事
業
の
一
環
と
し
て
発
行

さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
時
、

約
６
０
０
０
万
円
の
予
算
で

６
０
０
０
冊
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
公
共
機
関
へ
寄
贈
さ
れ

た
り
、
一
冊
５
０
０
０
円
で

販
売
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、　

年
経
過
し
た

１９

現
在
４
４
１
５
冊
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
町
誌
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

①　

周
年
事
業
と
し
て
新
た

５０
に
町
誌
を
発
行
し
、
既
刊
町

誌
と
の
セ
ッ
ト
販
売
の
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

②
公
共
施
設
や
学
校
・
事
業

者
等
に
、
複
数
冊
の
寄
贈
を

提
案
し
た
い
が
当
局
の
考
え

は
。

③
廃
棄
に
踏
み
込
ん
だ
検
討

を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

町
長 
…
①
町
誌
を
作
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
し
て「
富
谷
市
誌
」

の
名
称
で
の
検
討
が
先
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
②
基
本

的
に
は
大
き
く
さ
ば
け
る
状

況
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

言
っ
て
み
れ
ば
古
本
で
す
。

共
通
す
る
課
題
と
し
て
ぜ
ひ

お
知
恵
を
お
願
い
し
た
い
で

す
③
廃
棄
に
つ
い
て
到
底
私

か
ら
判
断
・
決
断
は
で
き
ま

せ
ん
。
相
当
慎
重
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町
誌
の
在
庫
圧
縮
は
い
か
に

町
長  
知
恵
を
め
ぐ
ら
す
も苦

労
し
て
い
る

出川出川 博一博一
議 員議　員

ス
ス
キ
や
雑
草
が
繁
茂
し
、

周
辺
の
住
宅
環
境
を
悪
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は

　

明
石
台
六
丁
目
み
や
ぎ
生

協
明
石
台
店
の
北
側
に
隣
接

す
る
約
１
万
坪
の
空
き
地
は
、

生
協
明
石
台
店
北
隣
接
地

用
途
変
更
を

町
長  
将
来
に
向
け方

向
性
を
検
討
し
ま
す

業
施
設
用
地
は
「
ひ
だ
ま
り

の
街
」
と
し
て
用
途
変
更
を

し
、
４
月　

日
か
ら
宅
地
分

２８

譲
が
始
ま
り
ま
し
た
。
用
途

変
更
の
経
緯
は
③
明
石
台
地

域
の
生
活
用
品
店
等
の
充
実

は
十
分
で
す
。
今
後
も
商
業

地
と
し
て
規
制
す
る
必
要
は

あ
り
ま
す
か
④
こ
の
地
域
付

近
に
東
向
陽
台
小
学
校
の
分

離
校
を
開
設
の
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

町
長 
…
①
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
商
業
施
設
の
立
地
を
望
む

声
、
そ
の
後
、
６
０
０
０
人

の
署
名
活
動
に
よ
り
、
平
成

　

年
立
地
が
具
体
化
し
、
住

１３宅
の
建
築
を
制
限
し
ま
し
た
。

②
平
成　

年　

月
に
方
向
性

２１

１１

を
定
め
、
都
市
計
画
の
見
直

し
を
図
り
ま
し
た
。
③
明
石

台
東
の
開
発
に
伴
っ
て
人
口

増
が
見
込
ま
れ
、
施
設
等
の

需
要
は
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

町
全
体
の
今
と
、
将
来
に
向

け
、
方
向
性
を
更
に
検
討
し

ま
す
。
④
明
石
台
五
丁
目
公

園
の
隣
接
地
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

の
契
約
の
後
、
着
工
と
な
り

ま
す
。
全
国
で
新
設
計
画
２

局
で
、
そ
の
中
の
１
局
が
富

谷
町
で
す
②
明
石
台
の
メ
イ

ン
道
路
に
面
し
た
土
地
が
条

件
で
す
。

　

①
明
石
台
郵
便
局
の
設
置

時
期
②
出
店
場
所
を
問
い
ま

す
。

企
画
部
長 
…
①
平
成　

年
度

２４

中
と
の
事
で
、
只
今
郵
便
局

�
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
、

用
地
の
公
募
中
で
す
。
土
地

明
石
台
郵
便
局
の新

設
時
期
は
い
つ

企
画
部
長  
平
成　

年
度
中
を

２４

予
定
し
て
い
る

明
石
台
の
中
心
部

に
あ
っ
て
、
火
災
、

防
犯
、
景
観
上
問

題
が
あ
り
ま
す
。

商
業
用
地
を
変
更

し
て
住
宅
地
に
す

べ
き
と
思
い
、
質

問
し
ま
す
。
①
町

が
沿
道
サ
ー
ビ
ス

地
区
と
し
て
規
制

し
て
い
る
た
め
、

宅
地
開
発
・
分
譲

が
で
き
ま
せ
ん
が
、

指
定
し
た
経
緯
は

②
成
田
中
央
の
商

　▲  明石台六丁目
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菅原菅原　福治福治
議 員議　員

が
、
９
月
末
の
刊
行
で
最
終

の
状
況
に
入
っ
て
い
ま
す
。

総
合
防
災
対
策
監
…
②
災
害

用
緊
急
メ
ー
ル
、
も
し
く
は

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
開
設
を
検
討
、

ま
た
町
内
会
と
町
協
働
の
避

難
所
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
で
、
町
内
会
ご
と
の
対
応

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。
①
「
富
谷
町
３
・

　

東
日
本
大
震
災
の
記
録
」

１１は
、
完
成
時
期
を
３
度
延
期

し
て
い
ま
す
が
進
捗
状
況
は

②
今
後
検
討
さ
れ
る
対
策
は
。

町
長 
…
①
極
力
全
体
を
網
羅

し
た
生
き
生
き
と
し
た
中
身

に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

期
限
を
延
ば
し
て
き
ま
し
た

　

町
は
お
年
寄
り
が
い
つ
ま

で
も
健
康
に
暮
せ
る
運
動
施

設
を
積
極
的
に
整
備
す
る
べ

き
で
す
。

町
営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場整

備
を
問
う

町
長  
十
分
に
認
識
し

重
く
受
け
止
め
る

　

県
内
に
は
、
多

く
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
富
谷
町

は
遅
れ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に

は
健
康
増
進
効
果

が
あ
り
、
医
療
費

削
減
に
も
貢
献
し

て
い
ま
す
。
多
く

の
町
民
か
ら
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
整

備
を
求
め
る
声
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

財
源
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
源
の
歳
出
削
減
と
合

わ
せ
て
、
役
場
庁
舎
内
の
ム

ダ
の
削
減
も
含
め
、
何
と
か

し
て
生
み
出
す
方
法
は
な
い

の
か
、
研
究
・
検
討
す
る
こ

と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
市
制
実
現
に
向

２８

け
て
も
、
真
正
面
か
ら
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

町
民
の
誰
も
が
健
康
で
快

適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、

町
営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整

備
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
経
過
も
含
め
て

町
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

町
長 
…
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

整
備
に
つ
い
て
は
、　

年
３

２１

月
に
図
面
を
表
し
て
検
討
し

ま
し
た
。
そ
の
後
震
災
に
よ

り
足
踏
み
状
態
で
す
が
、
方

向
性
は
十
分
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
財
源
の
確
保
も
含
め
、

他
町
村
の
事
例
も
研
究
し
な

が
ら
、
早
晩
予
定
を
お
示
し

い
た
し
ま
す
。
も
う
少
し
時

間
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
記
録
は

い
つ
完
成
か

町
長  
９
月
末
ま
で
の
刊
行
を
目
指
す

　

成
田
地
下
道
は
一
度
も

通
っ
た
事
の
無
い
人
が
多
く
、

通
行
量
も
少
な
い
防
犯
上
心

配
な
地
下
道
で
す
。
結
局
、

上
の
道
路
を
横
切
っ
て
通
行

す
る
た
め
、
中
央
分
離
帯
が

け
も
の
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
周
囲
の
環
境
も
変
わ

り
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
も
、
横
断
歩
道
と
信
号

の
設
置
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

町
長 
…
周
囲
の
環
境
も
変
化

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
質
問

の
趣
旨
に
合
わ
せ
、
横
断
歩

道
と
信
号
の
設
置
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

成
田
地
下
道
上
に

横
断
歩
道
と
信
号
を

町
長  
早
急
に
横
断
歩
道
信
号
設
置
に

取
組
む
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新
設
の
町
内
会
館
に
は
洗

浄
便
座
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
状
和
式
便
器
だ
け

の
会
館
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

い
ま
や
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、

商
業
施
設
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
ま
で
洗
浄
便
座
で
す
。

　

お
し
り
に
優
し
い
洗
浄
便

町
内
会
館
に
洗
浄
便
座
を

町
長  
会
館
改
修
時
等
に

洗
浄
便
座
に
し
ま
す

山路山路 清一清一
議 員議　員

渡邊渡邊 俊一俊一
議 員議　員

た
か
な
町
づ
く
り
に
大
い
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

他
市
町
村
に
誇
れ
る
成
田

　

本
町
の
人
口
一
人
当
り
の

公
園
整
備
面
積
は
県
内
上
位

を
占
め
、
潤
い
の
あ
る
緑
ゆ

町
内
公
園
整
備
に
つ
い
て
問
う

町
長  
良
き
改
善
の
方
向
に
向
け
て

い
き
ま
す

園
で
す
。

　

一
方
少
子
高
齢
化
社
会
に

対
応
す
る
公
園
整
備
も
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
近
隣
公
園

の
整
備
が
強
く
求
め
ら
れ
る

と
考
え
次
の
４
点
を
質
問
し

ま
す
。
①
ひ
よ
り
台
二
丁
目

公
園
全
体
の
整
備
に
つ
い
て

②
野
鳥
の
森
公
園
の
利
用
し

や
す
い
環
境
整
備
と
し
て
、

町
南
裏
毘
沙
門
堂
へ
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
③
大
亀
山
森

林
公
園
の
今
日
ま
で
の
整
備

費
総
額
④
幼
児
が
安
全
に
遊

べ
る
遊
具
の
改
善
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
見
解
を
質
問

し
ま
す
。

町
長 
…
①
ひ
よ
り
台
二
丁
目

公
園
整
備
は
再
度
見
直
し
て

い
き
ま
す
②
野
鳥
の
森
公
園

は
、
必
ず
前
に
進
め
る
べ
く

努
力
し
ま
す
③
大
亀
山
に
は

こ
れ
ま
で　

億
４
０
０
０
万

１０

円
使
わ
れ
て
い
ま
す
④
遊
具

の
改
善
に
つ
い
て
は
安
全
第

一
に
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
問
う

町
長  
最
優
先
に
取
り
組
み
ま
す

　

①
三
ノ
関
会
館
前
の
道
路

冠
水
対
策
に
つ
い
て
②
町
道

冠
水
に
よ
る
住
宅
の
孤
立
対

策
に
つ
い
て
③
三
枚
橋
近
く

の
水
田
排
水
溝
改
善
策
に
つ

い
て
④
二
ノ
関
木
下
園
と
向

か
い
の
公
園
の
間
の
小
川
へ

の
落
下
防
止
の
対
策
を
求
め

質
問
し
ま
す
。

町
長 
…
①
最
優
先
に
取
り
組

み
ま
す
②
河
川
事
務
所
へ
改

善
要
望
を
詰
め
て
い
き
ま
す

③
排
水
路
の
断
面
積
を
広
げ
、

貯
水
能
力
を
高
め
る
工
事
を

含
め
、
検
討
し
て
い
き
ま
す

④
小
川
へ
の
安
全
対
策
と
し

て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

せ
せ
ら
ぎ
公

園
、
自
然
環

境
の
整
っ
た

大
亀
山
森
林

公
園
、
歴
史

文
化
な
ど
を

活
か
し
た
、

し
ん
ま
ち
や

富
ケ
岡
公
園

を
中
心
に
整

備
を
進
め
て

い
る
野
鳥
の

森
公
園
等
は
、

い
ず
れ
も
素

晴
ら
し
い
公



一 般 質 問

9
とみや議会だより No.158

2012年 （平成 24年）８月１日

①
平
成　

年
以
降
に
建
設
さ

１６

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
洗
浄

便
座
で
す
。　

の
町
内
会
館

１２

に
設
置
し
て
い
ま
す
②
合
計

で
小
学
校　

カ
所
、
中
学
校

１１

　

カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す

１４③
町
内
会
館
、
学
校
、
体
育

館
を
含
め
改
修
の
折
な
ど
に
、

洗
浄
便
座
に
切
り
替
え
ま
す
。

座
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

①
町
内
会
館
の
洗
浄
便
座
設

置
状
況
②
小
中
学
校
の
洗
浄

便
座
設
置
状
況
③
洗
浄
便
座

設
置
に
つ
い
て
の
考
え
を
質

問
し
ま
す
。

町
長 
…
会
館
の
使
い
で
を
高

め
る
趣
旨
で
は
そ
の
と
お
り

で
す
。

森 栄森　　栄
議 員議　員

　

水
道
は
、
快
適
な
住
民
生

活
や
経
済
活
動
を
営
む
上
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
す
。
安

全
で
、
安
心
で
き
る
水
の
継

続
的
な
供
給
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
現
状
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
水
道
事
業
の
信

頼
を
継
続
し
、
将
来
も
良
い

水
道
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
提
供

を
反
復
継
続
的
に
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
①
水
道
事
業
に
お
け
る

放
射
能
対
策
と
災
害
時
の
連

携
に
つ
い
て
②
減
価
償
却
期

間
経
過
後
の
水
道
施
設
と
耐

震
化
に
つ
い
て
③
災
害
時
の

県
工
業
用
水
の
一
般
家
庭
向

け
使
用
転
換
に
つ
い
て
④
災

害
時
の
大
崎
広
域
水
道
用
水

と
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
用

水
の
融
通
に
つ
い
て
⑤
月
途

中
の
水
道
料
金
を
月
割
り
で

な
く
、
日
割
り
計
算
に
で
き

な
い
か
⑥
コ
ン
ビ
ニ
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
に

つ
い
て
⑦
鉛
製
給
水
管
解
消

計
画
と
解
消
助
成
制
度
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

町
長 
…
①
水
道
水
を
提
供
す

る
宮
城
県
企
業
局
が
、
１
週

間
ご
と
に
水
道
水
の
放
射
性

物
質
濃
度
測
定
検
査
を
実
施

し
て
、
結
果
を
公
表
し
て
い

安
全
・
安
心
な
水
の

供
給
確
保
を
図
れ

上
下
水
道
課
長  
水
道
施
設
の
耐
震
診
断

を
検
討
し
ま
す

ま
す
。

上
下
水
道
課
長 
…
①
水
道
の

応
援
協
定
は
５
つ
で
、
昨
年

の
震
災
で
機
能
し
た
の
は
、

唯
一
、
日
本
水
道
協
会
の
協

定
で
す
②
施
設
の
長
寿
命
化

が
前
提
で
、
補
修
・
改
善
に

よ
り
対
応
し
ま
す
。
宮
城
県

沖
地
震
後
、
耐
震
管
を
採
用

し
、
耐
震
化
率　

・
７
％
で
、

７５

基
幹
管
路
は
耐
震
化
済
み
で

す
。
水
道
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
に
耐
震
診
断
を

検
討
し
ま
す
③
工
業
用
水
は

基
本
的
に
河
川
水
な
の
で
、

取
水
し
た
ま
ま
の
水
を
一
般

家
庭
で
は
使
用
で
き
な
い
で

す
④
そ
れ
ぞ
れ
別
系
統
用
水

の
配
水
・
受
水
ル
ー
ト
で
、

給
水
圧
力
も
違
う
の
で
、
双

方
の
水
道
水
の
融
通
は
で
き

な
い
で
す
⑤
現
状
で
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
⑥
口
座

振
替
納
付
が　

％
で
、
新
た

７９

な
開
発
費
用
の
問
題
も
あ
り
、

現
在
は
考
え
て
い
な
い
で
す

⑦
道
路
や
宅
内
の
工
事
を
順

次
進
め
て
い
く
計
画
で
、
助

成
に
費
用
投
下
で
き
な
い
で

す
。

　▲  富谷配水池展望台（シンフォニータワー）

　

近
隣
自
治
体
相
手
の
災
害

協
定
で
は
、
共
に
被
災
し
協

定
自
体
が
役
に
立
た
な
く
な

る
苦
い
経
験
を
へ
て
、
新
た

に
遠
く
離
れ
た
市
町
村
と
災

害
協
定
を
結
び
、
同
時
災
害

に
よ
る
リ
ス
ク
の
軽
減
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
富

谷
町
の
取
り
組
み
を
質
問
し

ま
す
。

①
現
状
と
他
自
治
体
と
の
災

害
協
定
の
状
況
、
今
後
の
取

り
組
み
と
方
向
性
を
質
問
し

ま
す
。

②
遠
距
離
自
治
体
と
災
害
協

定
を
結
ぶ
考
え
は
あ
る
か
質

問
し
ま
す
。

町
長 
…
①
他
自
治
体
と　

本
１３

の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

今
度
は
他
で
の
災
害
に
、

備
蓄
倉
庫
の
品
を
支
援
に
と

考
え
て
い
ま
す
。

総
合
防
災
対
策
監 
…
②
現
状
、

具
体
的
な
遠
距
離
自
治
体
と

の
災
害
協
定
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

遠
距
離
自
治
体
と
の
災
害
協
定
は

総
合
防
災
対
策
監  
現
状
は
考
え
て
い
な
い
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①
大
震
災
後
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
へ
の
必
要

性
の
認
識
②
町
独
自
に
小
中

学
校
な
ど
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
③
環
境
学
習
教

材
と
し
て
、
成
田
せ
せ
ら
ぎ

水
路
に
小
水
力
発
電
施
設
を

つ
く
る
べ
き
と
考
え
質
問
し

ま
す
。

　

④
大
震
災
で
女
川
原
発
は

４
系
統
の
外
部
電
源
を
喪
失

し
、
か
ろ
う
じ
て
残
っ
た
１

佐藤佐藤 聖子聖子
議 員議　員

浅野浅野　直子直子
議 員議　員

　

通
学
路
の
安
全
確
保
は
、

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子

　

全
国
的
に
、
登
下
校
の
子

ど
も
を
巻
き
込
む
痛
ま
し
い

交
通
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

大
清
水
の
通
学
路
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を

町
長  
早
速
、設
置
す
る
方
向
で考

え
ま
す

町
長 
…
①
必
要
性
を
十
分
認

識
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
速

の
対
応
と
い
う
こ
と
で
、
設

置
す
る
方
向
で
考
え
て
い
き

ま
す
。

学
校
教
育
課
長 
…
②
各
学
校

　▲ 大清水一丁目通学路

　▲  女川原子力発電所オフサイトセンター

あ
て
に
、
安
全
確
保
の
た
め

の
点
検
調
査
を
依
頼
し
、
報

告
頂
い
た
内
容
を
関
係
機
関

等
で
精
査
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

を
設
け
て
の
助
成
拡
充
の
検

討
を
質
問
し
ま
す
。

町
長 
…
①
な
か
な
か
難
し
い

状
況
で
す
②
通
所
は
、
送
迎

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
把
握
は

し
て
い
ま
す
が
、
自
分
で
通

所
・
通
院
さ
れ
て
い
る
方
の

交
通
費
は
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
③
現
行
制
度
を
基
本
と
し

て
お
り
、
検
討
に
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
国
の
枠
の
中
で
交

付
税
・
補
助
金
な
り
の
制
度

の
枠
が
、
も
う
少
し
広
く
厚

く
な
る
よ
う
に
と
要
望
し
て

い
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
な
ど
を
利

用
し
て
通
院
・
通
学
さ
れ
る

障
が
い
者
の
方
を
、
ス
ム
ー

ズ
に
対
応
出
来
る
シ
ス
テ
ム

が
必
要
で
す
。
地
域
生
活
支

援
事
業
補
助
金
な
ど
を
活
用

し
て
支
援
す
る
方
法
も
あ
る

と
考
え
、
質
問
し
ま
す
。

①
仙
台
市
へ
の
通
院
も
多
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
カ
ー
ド

式
乗
車
券
発
行
の
考
え
は
。

②
通
所
・
通
院
の
把
握
は
し

て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
交
通

費
等
の
点
で
は
ど
う
で
す
か
。

③
無
料
に
こ
し
た
こ
と
は
な

い
で
す
が
、
町
と
し
て
上
限

障
が
い
者
交
通
費
助
成
制
度
の

充
実
を

町
長  
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で
す

ど
も
の
目
線
に

立
っ
た
安
全
確

保
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

①
あ
け
の
平
に

向
か
う
大
清
水

の
通
学
路
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
計
画
は

あ
り
ま
す
か
。

②
町
内
の
通
学

路
の
危
険
箇
所

等
の
整
備
計
画

は
あ
る
の
か
質

問
し
ま
す
。

女
川
原
発
稼
動
さ
せ
な
い

意
思
表
示
は

町
長  
コ
メ
ン
ト
で
き
る
立
場
に
な
い
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系
統
で
原
子
炉
の
冷
却
が
行

わ
れ
る
危
険
な
事
態
で
し
た
。

町
は
女
川
原
発
を
再
稼
動
さ

せ
な
い
と
い
う
意
思
表
示
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
質
問
し

ま
す
。

町
長 
…
①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
の
必
要
性
は
前
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
事
故
を
契

機
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
と

の
思
い
と
、
期
待
も
あ
り
ま
す

②
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
③
電

気
の
仕
組
み
、
節
電
な
ど
は
、

教
育
課
程
の
中
で
対
応
で
き

る
と
思
い
ま
す
④
女
川
原
発

は
、
県
と
県
内
全
市
町
村
に
ま

た
が
る
問
題
で
す
。
稼
動
の

是
非
を
今
の
時
点
で
、
富
谷
町

の
長
と
し
て
コ
メ
ン
ト
で
き

る
立
場
に
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

①
国
保
広
域
化
は
住
民
福

祉
の
き
り
す
て
に
な
る
と
考

え
ま
す
。
反
対
す
べ
き
で
は

②
国
保
税
滞
納
で
保
険
証
が

わ
た
っ
て
い
な
い
留
め
置
き

件
数
は
③
県
の
子
ど
も
医
療

費
助
成
は
非
常
に
お
粗
末
で

あ
り
、
対
象
の
拡
大
を
求
め

る
べ
き
で
は
④
子
ど
も
医
療

費
助
成
は
高
校
卒
業
ま
で
と

考
え
ま
す
が
、
中
学
３
年
ま

で
通
院
も
対
象
に
し
た
場
合

の
必
要
額
を
質
問
し
ま
す
。

町
長 
…
①
町
村
会
が
国
へ
の

要
望
で
と
り
ま
と
め
て
お
り
、

そ
の
動
向
を
注
視
し
ま
す
。

②
留
め
置
き
件
数
は
、
１
カ

月
証
は　

、
３
カ
月
証
は　

、

１７

７２

６
カ
月
証
は
８
の
計　

件
で

９７

す
。

③
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
趣

旨
か
ら
、
当
然
国
の
制
度
と

し
て
の
整
備
が
必
要
で
す
。

④
約
９
０
０
０
万
円
で
す
。

シ
ウ
ム
検
査
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
簡
易
検
査
器
の
導
入
が

　

①
自
家
消
費
用
の
農
産
物

等
に
つ
い
て
も
、
任
意
で
セ

地
元
産
野
菜
を

学
校
給
食
ブ
ラ
ン
ド
に

産
業
振
興
課
長  
ニ
ー
ズ
に
合
う
作
物
を

振
興

「
学
校
給
食
ブ
ラ
ン
ド
」
と

し
て
品
質
向
上
と
生
産
拡
大

に
取
り
組
む
「
戦
略
」
が
必

要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
③
給

食
用
野
菜
を
入
札
に
よ
っ
て

決
定
す
る
や
り
方
で
は
利
用

拡
大
に
な
ら
ず
、
改
善
す
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
④
耕
作

放
棄
地
対
策
を
ど
う
進
め
ま

す
か
。

産
業
振
興
課
長 
…
①
県
か
ら

６
月
下
旬
以
降
に
セ
シ
ウ
ム

簡
易
検
査
器
が
設
置
さ
れ
ま

す
②
各
生
産
者
組
織
等
と
町

が
協
議
し
、
生
産
者
の
掘
り

起
こ
し
や
消
費
拡
大
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
③
使
う
側

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
を

作
る
よ
う
に
振
興
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

町
長 
…
④
町
・
農
業
者
・
農

業
委
員
会
の
役
割
の
一
つ
と

し
て
取
り
組
み
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

永野永野　久子久子
議 員議　員

　▲ 学校給食センター

必
要
性
は
ど
う
な
の
か
、
財

政
的
に
は
ど
う
な
の
か
な
ど
、

議
論
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

企
画
部
長 
…
市
制
要
件
に
つ

い
て
宮
城
県
と
の
調
整
の
結

果
、
富
谷
町
の
都
市
的
施
設

は
、
公
民
館
・
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
・
民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
ど
と
な
り
ま
す
。

　

図
書
館
を
建
設
し
て
ほ
し

い
と
い
う
住
民
の
声
は
高
く
、

ま
た
県
内
で
も
図
書
館
が
な

い
市
は
１
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
制
移
行
を
住
民
本
位
に

進
め
る
う
え
で
、
図
書
館
建

設
は
優
先
課
題
と
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
質
問
し
ま
す
。

町
長 
…
我
々
が
文
化
的
な
生

活
を
す
る
う
え
で
図
書
館
の

県
内
に図

書
館
の
な
い
「
市
」
は
な
い

町
長  
必
要
性
・
財
源
な
ど

議
論
を
継
続
す
る

必
要
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か

②
学
校
給
食

に
利
用
さ
れ

て
い
る
地
元

産
野
菜
は
全

体
の　

・
５

１３

％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
地
元

農
産
物
が
学

校
給
食
を
担

う
主
力
と
な

る
に
は
行
政

の
リ
ー
ド
が

不
可
欠
で
す
。

国
保
証
の
窓
口
留
め
置
き
何
件
か

町
長  
１
、
３
、
６
カ
月
証
の合

計
で　

件
９７
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三浦三浦 邦夫邦夫
議 員議　員

　

こ
う
し
た
ク
ラ
ブ
が
身
近

に
あ
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、

家
族
の
触
れ
合
い
や
青
少
年

の
健
全
育
成
、
さ
ら
に
は
、

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
は
、
文
科
省
で
平
成
７

年
度
か
ら
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
役
割
を
担
う
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
向

け
た
、
地
域
住
民
の
自
主
的

な
運
営
を
目
指
す
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
、
全
国

で
３
２
４
１
、
宮
城
県
で
も

　

の
地
域
で
設
立
さ
れ
、
そ

３５れ
ぞ
れ
の
地
域
住
民
が
多
種

目
、
多
世
代
、
他
目
的
な
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
自
主
運
営
し

な
が
ら
、
健
康
で
明
る
く
豊

か
な
町
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。 総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
を

教
育
長  
実
現
に
向
け
準
備
を
急
ぎ
ま
す

　

町
内
６
公
民
館
の
中
で
、

広
い
敷
地
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

公
園
ら
し
き
緑
地
を
管
理
し

て
い
る
の
は
、
富
ケ
丘
公
民

館
だ
け
で
す
。

　

平
日
は
、
長
生
会
の
皆
さ

ん
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
、
週
末
に
は
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が

野
球
の
練
習
を
し
た
り
、
家

族
連
れ
が
広
場
隅
の
滑
り
台

で
遊
ん
だ
り
、
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
り
、
ま
さ

に
「
笑
顔
輝
く
あ
っ
た
か
富

谷
」
で
あ
り
ま
す
。

　

富
ケ
丘
公
民
館
管
理
下
に

あ
る
広
場
の
整
備
に
つ
い
て

３
点
質
問
し
ま
す
。

　

①
普
通
、
公
園
に
あ
る
べ

き
は
ず
の
水
飲
み
場
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
暑
い
夏

を
迎
え
ま
す
。
広
場
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
や
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
熱
中
症

に
か
か
る
心
配
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
夏
ま
つ
り
で

も
近
く
に
水
道
が
な
く
困
っ

て
い
ま
す
。
水
飲
み
場
設
置

の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
②
広

場
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁

を
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
ボ
ー
ル
投
げ
や
、

思
い
切
り
ボ
ー
ル
を
蹴
ら
れ

る
場
所
を
作
る
考
え
は
あ
り

ま
す
か
③
広
場
の
ベ
ン
チ
や

公
園
灯
も
傷
ん
で
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
も
利
用
さ

れ
ず
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。

富
ケ
丘
公
民
館
広
場
の整

備
を
問
う

町
長  
水
飲
み
場
や
壁
面
設
置
し

整
備
を
図
る

長谷川長谷川 隆隆
議 員議　員

る
た
め
、
６
つ
の
公
民
館
を

拠
点
と
し
て
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
文
化
活
動
の
推
進
が

必
要
と
思
い
ま
す
が
②
地
域

と
と
も
に
育
つ
学
校
を
掲
げ

る
富
谷
町
と
し
て
、
中
学
校

の
部
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
文
化
活
動
を
含
め
、
指

導
者
な
ど
の
対
策
は
③
心
身

の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
ケ

ア
ス
ポ
ー
ツ
も
大
切
で
あ
り
、

身
近
な
公
民
館
単
位
で
対
処

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
④

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
、

励
ま
し
、
支
え
合
え
る
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ

の
早
期
設
立
の
た
め
に
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
立

が
早
急
に
必
要
と
思
い
、
質

問
し
ま
す
。

教
育
長 
…
①
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
の
必

要
性
を
十
分
に
認
識
し
努
力

し
ま
す
②
適
切
な
指
導
者
確

保
に
課
題
は
感
じ
て
お
り
、

質
の
高
い
活
動
を
推
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
③
よ
り
身
近

な
公
民
館
で
ケ
ア
ス
ポ
ー
ツ

や
健
康
相
談
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
④
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
急
ぎ
組
織
し
て
計

画
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
社
会

の
形
成
に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
す
も
の

と
期
待
で
き
ま
す
。

子
ど
も
の
体
力
向
上
、

高
齢
者
の
健
康
寿
命

を
延
ば
す
な
ど
、
本

当
に
素
晴
ら
し
い
ス

ポ
ー
ツ
文
化
ク
ラ
ブ

で
す
。
早
期
設
立
を

望
み
質
問
し
ま
す
。

①
地
域
活
性
化
を
図
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富
谷
町
の
電
気
料
金
並
び

に
電
気
使
用
量
は
、
本
庁
舎

の
み
で
す
が
、
平
成　

年
か

１８

ら
５
年
間
で
、
電
気
料
金
で

　

・
５
％
の
増
、
電
気
使
用

１９量
で　

・
７
％
の
増
、
経
費

３６

Ｐ
Ｐ
Ｓ
契
約
で電

気
料
金
の
削
減
を

町
長  
実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

小川小川 昌義昌義
議 員議　員

削
減
と　

削
減
を
実
施
し
て

も
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
に
は
電
力
供
給

２６

の
完
全
自
由
化
を
目
指
し
て

い
る
中
、
電
気
料
金
を
大
幅

削
減
で
き
、
品
質
も
安
定
供

給
で
き
る
、
経
産
省
な
ど
も

契
約
し
て
い
る
Ｐ
Ｐ
Ｓ
業
者

と
契
約
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

ま
た
、
昨
年
の
東
電
福
島

第
一
原
発
事
故
以
来
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

町
独
自
と
し
て
各
家
庭
へ
の

太
陽
光
発
電
補
助
金
を
出
す

考
え
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長 
…
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
の
契
約
に

つ
い
て
、
実
施
す
る
考
え
は

当
面
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ

事
業
者
を
契
約
相
手
先
と
し

て
は
、
以
後
十
分
研
究
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

太
陽
光
補
助
金
に
つ
い
て
、

国
の
事
業
で
取
り
組
ん
だ
経

緯
は
あ
り
ま
す
が
、
現
状
、

市
町
村
が
独
自
の
財
源
で
個

別
に
取
り
組
む
べ
き
状
況
で
、

町
と
し
て
は
新
た
な
単
独
で

の
取
り
組
み
は
予
定
し
て
い

ま
せ
ん
。

国
保
な
ど
の
改
修
で
な
ぜ
誤
り
が

町
長  
改
修
で
の
問
題
点
を
検
証
中

　

シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
削
減

策
と
、
固
定
資
産
・
国
保
な

ど
で
改
修
に
よ
る
お
詫
び
が

出
た
経
緯
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長 
…
改
修
の
ミ
ス
に
つ
い

て
は
現
在
検
証
中
で
す
。
町

民
の
皆
様
に
は
お
知
ら
せ
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

改
修
費
削
減
策
は
、
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

　▲ 富ケ丘公民館広場

北
部
町
内
会
館
の
新
設
場
所

も
含
め
た
広
場
の
整
備
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
質
問
し

ま
す
。

町
長 
…
①
９
月
に
完
成
す
る

屋
外
ト
イ
レ
の
改
修
に
あ
わ

せ
て
水
飲
み
場
、
蛇
口
の
増

設
で
対
応
し
ま
す
②
壁
面
は
、

子
ど
も
が
安
全
に
遊
べ
る
場

所
を
選
定
し
な
が
ら
設
置
に

向
け
て
検
討
し
ま
す
③
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
は
撤
去
の
方
向

で
す
が
、
地
元
の
皆
さ
ん
の

意
向
を
お
聞
き
し
な
が
ら
進

め
ま
す
。
公
園
全
体
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
北
部
町
内
会

館
の
新
設
も
含
め
対
応
し
ま

す
。
町
内
会
館
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
諸
情
勢
を
見
な
が

ら
、
も
う
少
し
先
に
、　

年
２５

度
を
視
野
に
入
れ
て
決
定
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

CO2
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小泉 光小泉　光
議 員議　員

報
道
で
は
富
谷
町
は
給
食
の

安
全
※

し
き
い
値
を　
　

／

１０
bq

　

と
設
定
と
あ
り
、
厳
し
い

kg

　

原
発
事
故
か
ら
１
年
以
上

経
ち
、
放
射
線
対
応
の
変
化

が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
①

放
射
性
物
質
の
影
響
を
問
う

教
育
長 
健
康
面
に
影
響
な
い
と考

え
ま
す

値
は
結
構
と
思
い

ま
す
が
、
栄
養
の

担
保
は
で
き
る
の

か
所
見
を
問
い
ま

す
②
季
節
が
ら
子

ど
も
が
外
に
い
る

時
間
が
増
え
ま
す

が
、
砂
ぼ
こ
り
を

吸
い
込
み
内
部
被

曝
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
公
立
教

育
施
設
の
土
壌
の

放
射
線
量
を
は
か

り
公
表
す
べ
き
で

あ
る
と
思
い
ま
す

　

富
谷
町
の　

歳
以
下
の
人

１５

口
比
率
は　

・
７
％
で
、
全

１９

国
で
６
位
で
す
。
総
人
口
は

約
５
万
人
で
す
の
で
、
お
よ

そ
１
万
人
が　

歳
以
下
と
い

１５

う
す
ば
ら
し
い
町
で
す
。

　

富
谷
町
は
、
子
ど
も
医
療

費
の
通
院
助
成
を
、
義
務
教

育
終
了
ま
で
拡
大
し
て
は
ど

う
か
質
問
し
ま
す
。

　

ま
た
、
通
院
の
医
療
費
助

成
を
義
務
教
育
終
了
ま
で
に

子
ど
も
医
療
費
助
成
を中

３
ま
で
に

町
長  
も
う
し
ば
ら
く現

在
の
体
制
で
い
く

安住安住　稔幸稔幸
議 員議　員

が
、
所
見
を
問
い
ま
す
。

教
育
長 
…
①　
　

／　

は
新

１０
bq

kg

聞
の
誤
報
で
す
。
町
の
基
準

は
県
立
学
校
や
乳
児
用
食
品

の
基
準
値
で
も
あ
る　
　

／

５０
bq

　

で
進
め
て
い
ま
す
。
超
え

kgた
場
合
の
代
替
給
食
は
、
１

食
の
栄
養
価
は
下
が
り
ま
す

が
健
康
面
に
は
影
響
あ
り
ま

せ
ん
②
文
部
科
学
省
の
手
引

き
に
従
い
、
地
上
１
ｍ
と　
５０

�
で
空
間
線
量
を
測
定
し
て

い
ま
す
。
空
間
の
線
量
は
、

そ
の
下
に
あ
る
土
壌
に
放
射

性
物
質
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
数
値
が
出
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
空
間
線
量
が
低
い

と
い
う
こ
と
は
、
土
壌
に
含

ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
量
が

少
な
い
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
土
壌
を
は
か
る
必

要
性
は
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

※
し
き
い
値
…
境
目
と
な
る

値
の
こ
と
。

い
ま
す
①
既
存
イ
ベ
ン
ト
を

観
光
の
一
環
と
と
ら
え
、
文

化
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た

②
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

に
仙
台
ベ
ル
フ
ィ
ー
ユ
の
活

動
を
も
網
羅
し
て
い
き
ま
す

③
大
都
市
近
郊
の
資
産
を
活

用
し
て
文
化
交
流
を
は
か
り

な
が
ら
、
目
標
設
定
に
向
け

調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

県
議
会
に
提
出
さ
れ
た　
２３

年
度
の
観
光
客
入
込
数
速
報

を
見
る
と
、
富
谷
町
だ
け
が

異
常
に
少
な
い
で
す
。
観
光

対
応
策
と
し
て
①
こ
れ
ま
で

の
対
策
②
今
後
の
対
策
③
目

標
数
の
設
定
を
問
い
ま
す
。

企
画
部
長 
…
今
後
は
国
か
ら

県
へ
の
指
導
を
元
に
基
準
を

設
け
て
調
査
を
し
た
い
と
思

富
谷
町
の
観
光
施
策
は

町
長  
６
年
来
、
行
っ
て
い
る
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更
地
に
な
っ
た
ま
ま
利
用

さ
れ
て
い
な
い
町
所
有
地
の

有
効
な
利
用
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ひ
よ
り
台
二
丁
目
に
あ

る
土
地
で
す
が
、
学
校
予
定

富
谷
町
所
有
の
土
地
に
つ
い
て

町
長  
現
状
具
体
的
な
計
画
はあ

り
ま
せ
ん

��橋橋　正俊正俊
議 員議　員

地
と
し
て
取
得
を
し
て
約　
３０

年
間
も
更
地
の
ま
ま
に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
土
地
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。
①
こ
の
土

地
に
学
校
建
設
の
計
画
は
ま

だ
あ
り
ま
す
か
②
こ
の
土
地

が
民
有
地
で
あ
っ
た
ら
、
約

　

年
間
で
ど
の
く
ら
い
の
税

３０収
に
な
り
ま
す
か
③
今
後
こ

の
土
地
利
用
の
計
画
が
あ
り

ま
す
か
④
こ
の
土
地
に
子
育

て
支
援
住
宅
を
考
え
て
は
ど

う
で
す
か
。

町
長 
…
①
平
成
３
年
２
月
に

学
校
用
地
と
し
て
の
用
途
を

廃
止
し
、
そ
の
時
点
で
な
く

な
り
ま
し
た
②
算
出
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
③
現
状
具

体
的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

④
建
設
で
き
る
状
況
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
た
場
合
、
事
業
費
は
現
在

の
助
成
よ
り
い
く
ら
増
え
、

総
額
で
い
く
ら
に
な
る
か
質

問
し
ま
す
。

町
長 
…
子
ど
も
医
療
費
の
制

度
拡
大
を
し
て
か
ら　

月
で

１０

１
年
で
す
の
で
、
そ
の
推
移

を
見
な
が
ら
、
国
や
周
辺
の

状
況
も
見
つ
つ
、
し
ば
ら
く

こ
の
体
制
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
長 
…
現
行
制

度
で
は
、
平
成　

年
度
の
事

２４

業
費
は
１
億
８
８
５
５
万
円

で
す
。
義
務
教
育
終
了
ま
で

拡
大
し
た
場
合
は
８
９
６
２

万
円
が
増
額
と
な
り
、
総
額

は
２
億
７
８
１
７
万
円
に
な

る
試
算
で
す
。

　

母
乳
の
放
射
能
を
心
配
さ

れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
町

の
放
射
能
測
定
器
で
測
定
で

き
な
い
か
質
問
し
ま
す
。

　

町
は
、
小
中
学
校
の
給
食

の
放
射
能
測
定
を
毎
日
し
て

い
ま
す
が
、
町
立
保
育
所
の

測
定
は
週
１
回
で
す
。
回
数

を
増
や
せ
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

町
立
幼
稚
園
の
給
食
の
放
射

能
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
す
。

企
画
部
長 
…
母
乳
の
放
射
能

測
定
を
で
き
る
か
ど
う
か
確

認
し
、
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

態
勢
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
長 
…
保
育
所

の
給
食
の
測
定
回
数
に
つ
い

て
は
、
保
育
所
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
な
が
ら
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長 
…
幼
稚
園
の
給
食
は

民
間
業
者
か
ら
の
納
入
で
、

放
射
能
不
検
出
の
も
の
を
仕

入
れ
て
お
り
、
町
で
の
測
定

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

母
乳
の
放
射
能
測
定
はで

き
な
い
か

企
画
部
長  
測
定
が
可
能
で
あ
れ
ば

態
勢
を
と
る

町
が
提
訴
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て

総
務
部
長  
裁
判
費
用
は予

備
費
か
ら
流
用

　

町
が
提
訴
さ
れ
て
い
る
事

実
は
町
民
の
多
く
が
強
い
関

心
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
る

と
思
い
、
あ
ら
た
め
て
事
実

関
係
を
質
問
し
ま
す
。
①
裁

判
費
用
は
ど
う
す
る
の
で
す

か
②
予
備
費
は
税
金
で
す
か

③
今
回
の
提
訴
に
お
い
て
、

町
長
本
人
が
人
物
と
能
力
を

見
込
ん
で
抜
擢
し
た
前
副
町

長
か
ら
出
さ
れ
た
訴
状
で
あ

る
こ
と
は
、
町
長
に
極
め
て

重
い
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
見
解
を
求
め

ま
す
。

総
務
部
長 
…
①
裁
判
費
用
及

び
弁
護
士
費
用
は
予
備
費
か

ら
の
流
用
と
な
っ
て
い
ま
す

②
予
備
費
も
税
金
の
一
部
で

す町
長 
…
③
極
め
て
遺
憾
に

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　▲  ひより台二丁目町有地
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◎
調
査
日　

４
月　

日
２０

　

東
向
陽
台
の
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
箇
所
は
、
県
の
工
事

が
震
災
に
よ
り
若
干
遅
れ
て

い
る
も
の
の
、
３
カ
年
計
画

の
中
で
順
調
に
進
捗
し
て
い

る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
に
含
ま
れ
な
い

隣
接
部
分
に
つ
い
て
も
崩
落

の
危
険
が
あ
り
、
早
急
に
県

の
危
険
箇
所
指
定
を
受
け
、

予
防
的
措
置
を
と
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

西
成
田
法
圓
寺
裏
の
崩
壊

箇
所
に
関
し
て
は
、
民
有
地

で
あ
り
町
の
管
理
責
任
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
倒
木
の
落
下

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
と
し
て
撤
去
を
指
導
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

成
田
小
学
校
の
防
災
備
蓄

未指定の急傾斜地にも

対策が必要

調査先：町内急傾斜地崩壊危険箇所ほか

総
務
常
任
委
員
会

各委員会で、

平成２４年３月～ ６月

までの議会閉会中に

調査をしました。

よりよい町づくりのために 

しました しました しました 

倉
庫
に
つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ

ン
の
補
充
を
十
分
に
行
う
こ

と
、
耐
久
性
の
あ
る
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
発
電
機
設

置
、
折
り
畳
み
式
リ
ヤ
カ
ー

や
大
鍋
の
備
蓄
、
備
蓄
品
一

覧
表
の
配
布
の
あ
り
方
な
ど
、

さ
ら
に
検
討
や
工
夫
を
加
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各委員会の説明

総 務 常 任 委 員 会…町の財政、町税、防災、まちづくり等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、健康保険、介護保険、環境衛生等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

議会活性化調査特別委員会…時代の変化に応え、議会運営の活性化を推進します。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

住民に安全で安心な水を

確保給水

調査先：仙南・仙塩広域水道事務所

教
育
民
生
常
任
委
員
会

と
中
央
管
理
室
な
ど
施
設
全

体
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
各
委
員
か
ら
活
発

な
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
時
の
断
水
は
送
水
管

破
損
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の

要
因
は
管
と
管
と
の
接
合
部

分
の
破
損
が
主
で
し
た
。
ま

ず
送
水
管
耐
震
化
の
対
応
と
、

次
に
比
較
的
耐
用
年
数
の
短

い
中
央
監
視
設
備
、
機
械
設

備
の
更
新
を
図
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

取
水
し
た
も
の
を
急
速
ろ

過
方
式
で
浄
水
し
、
薬
品
処

理
、
沈
澱
処
置
、
塩
素
滅
菌

等
を
経
て
水
質
検
査
を
実
施

し
、
安
全
で
安
心
な
水
を
供

給
す
る
た
め
に
万
全
を
期
す

努
力
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
調
査
日　

５
月　

日
２２

　

本
町
の
水
道
水
は
、
３
系

統
の
浄
水
場
か
ら
供
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
水
道
水
全
使
用

量
の
約　

％
を
占
め
る
、

６０

七
ヶ
宿
ダ
ム
を
水
源
と
す
る

宮
城
県
仙
南
・
仙
塩
広
域
水

道
事
務
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
の
健
全
経
営
、

安
心
・
信
頼
の
確
保
、
安
定

供
給
持
続
に
向
け
て
の
内
容

震災時の電気・水対策の

強化を

調査先：富谷町立成田保育所

◎
調
査
日　

４
月　

日
２０

　

成
田
保
育
所
で
は
、
０
歳

児
６
人
、
１
歳
児　

人
、
２

１５

歳
児　

人
、
３
歳
児　

人
、

１８

２２

４
歳
児　

人
、
５
歳
児　

人

１９

２６

計
１
０
６
人
の
児
童
を
、
所

長
、
保
育
士
、
調
理
員
を
含

め
て　

人
の
職
員
で
運
営
し

３１

て
い
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
は
、
一
時
保
育

と
延
長
保
育
、
統
合
保
育
、

家
庭
的
保
育
支
援
、
世
代
間

交
流
等
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。

　

特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
散
歩
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
児
童
に
合
わ
せ
た
健
康

づ
く
り
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。

　

特
に
、
東
日
本
大
震
災
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
時
間
を

か
け
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

震
災
時
の
対
応
は
事
故
な
く

対
処
し
て
お
り
、
そ
の
後
の

訓
練
も
反
省
を
生
か
し
て
行

い
、
物
資
補
充
な
ど
も
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

震
災
時
の
電
気
と
水
対
策
を

行
う
こ
と
と
、
町
全
体
の
問

題
と
し
て
、
待
機
児
童
解
消

に
む
け
た
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
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議会基本 条例（案）を策定条例（案）を策定
５．町長等と議会の関係
第５条　議会の本会議における議員と町長及び執行機関職員（以下「町長等」という。）との質疑応答は、案件に対する
論点の明確化に努め、議論を深めることにより十分な審議を尽くすものとする。
２　本会議における一般質問は、一問一答方式を選択できるものとし、その場合町長等は、議長の許可を得て、質問の趣
旨を確認するため反問することができるものとする。
【解説・趣旨】
　第１項では、議会と町長とは対等な関係で、緊張関係を保持するとともに、論点を明確にした質疑応答により、十分な
審議を尽くすことを規定するもの。
　第２項では、一般質問においては一問一答方式を選択できること、及びその場合、町長等は議長の許可を得て、質問の
趣旨を確認するための反問をすることができることを明らかにするもの。

６．最高規範性
第６条　この条例は、議会運営における最高規範であって、議会に関する他の条例、規則等の制定又は改正にあたっては、
この条例の趣旨を尊重しなければならない。
【解説・趣旨】
　議会基本条例が、議会に係る他の条例等に対して優位性を有することを明言するもの。本条例を議会における基本的事
項を定めた「最高規範性」を有するものとして位置づけるとともに、議会に関する他の条例等の制定・改正は、本条例と
の整合性を図り、その趣旨に反するものとしてはならないものとするもの。

 ７．見直し手続き
第７条　議会は、この条例の目的が達成されているかどうかを検証するほか、法令改正等により、この条例の改正が必要
となった場合は、議会運営委員会において検討するものとする。
【解説・趣旨】
　議会は、この条例の達成度を客観的に検証し、改正が必要となった場合、議会運営委員会において改正の方法を含め検
討するものとする。
　なお、法令改正や地方議会を取り巻く状況が大きく変化するときなども、見直しの検討を行うものとする。

６月５日
【協議事項】
①富谷町議会委員会条例の一部を改正する条
例について
　機構改革に伴い、富谷町議会委員会条例の
一部改正について協議をしました。
②議会活性化調査特別委員会の設置について
　議会活性化調査特別委員会を今定例会にお
いて設置することについて協議をしました。
③議会（録画）のインターネット配信につい
て
　できるだけ早い時期に、平成２４年第１回定
例会分から配信する方向で協議をしました。
④前副町長から町長に対しての訴訟の件につ
いて
　町当局に対し、議会への説明を要請するこ
とにしました。

議会全員協議会が開かれました議会全員協議会が開かれました
６月８日
【協議事項】
「富谷町に対する提訴について」
提訴の経過と経費について、執行部より説明を受けました。
【説明要旨】
　前副町長から、平成２４年３月３０日、国家賠償法第１条
に基づき、富谷町に対して仙台地裁に提訴がありました。
　内容は、損害額２７４３万１６８８円に対する内金として、５００
万円と弁護士費用５０万円、並びに５００万円に対する平成２１
年４月１日から完済日までの利息（年５分）及び５０万円に
対する訴状到達日の翌日から完済日までの利息（年５分）
の要求です。
　内容については、これからの裁判等において明らかに
なっていくものと思います。
　４月１６日、杜共同阿部・佐藤法律事務所と委任契約を締
結し、弁護士費用（着手金）３６万７５００円を準備しました。
着手金は予備費からの流用です。
　５月１４日、答弁書を提出し、５月２１日、第１回口頭弁
論が行われました。以上が現在までの経過です。

委 員 会 報 告 
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議会基本 条例（案）を策定議会基本  

議会基本条例（案）　　　　（平成２４年６月２０日決定）　
（前文）
　富谷町議会は、町民の福祉の向上と富谷町の発展を議会運営の基本にすえ、町民の負託に応えるべく町民の立場に立ち、
議会として最良の意思決定の役割を担う重大な責任を負っている。さらに、地方分権の進展に伴い、議会の使命は一層重
要性を増しているところから、議会自らが活性化を図るとともに改革をしていかなければならない。
　よって、富谷町議会が町民の代表として、町民とともに存在感のある議会を築くため、ここにその指針となる議会基本
条例を制定するものである。

１．目的
第１条　この条例は、町民の代表である議員及び機関としての議会が、その使命を果たすために必要な議会運営の基本的
事項を定めることにより、情報公開と町民参加を基本にした、開かれた議会として町民の負託に応え、もって町民福祉の
向上と富谷町の発展に寄与することを目的とする。
【解説・趣旨】
　地方自治法第１４条の規定に基づく『条例』は、憲法第９４条によって保障された自治立法権に基づいて制定される、地方
公共団体の自治法とされている。したがって『条例』という自治法としての法形式を有しなければならない。
　本条の目的規定は、題名とあわせて、一見してこの条例の達成しようとする目的などを推測し、理解することができる
ようにするとともに、本条例の各条文の解釈にも役立たせようという趣旨で設けるものである。

２．議会の活動原則
第２条　議会は、町民の代表機関として、常に透明性を確保し、公正性及び信頼性を重んじた、町民に開かれた議会の運
営並びに町民参加を積極的に推進し、町民本位の議会活動に努めるものとする。
２　議会は、町民の傍聴意欲を高めるとともに、傍聴しやすい環境づくりに努めるものとする。
【解説・趣旨】
　議会の責務を果たしていくために、その活動・運営上必要となる原則を掲げるものである。
　第１項では、第一条の目的に規定した、開かれた議会と町民参加を活動原則の柱に掲げ、町民本位の議会活動に努める
ことを明らかにするもの。なお、このために必要な議会会議規則の継続的な検討・見直しを図るものとする。
　第２項では、第４条とも関連し、議会として傍聴意欲を高める方策を図るとともに、傍聴人にとってわかりやすい議事
運営の意味あいから、議案関連資料等の提供・貸出・閲覧等傍聴しやすい環境づくりに努めるものとする。

３．議員の活動原則
第３条　議員は、言論が議員活動の基本であること及び議会が合議体としての意思決定機関であることから、議員間の自
由かっ達な討議を推進するものとする。
２　議員は、積極的に町民の意見を聞くことにより長期的な視点で町政の課題を把握し、政策に反映するよう努めるもの
とする。
３　議員は、常に公職者として自覚するとともに、不断の研さんに努め、町民全体の代表として高い倫理性を保持するも
のとする。
【解説・趣旨】
　議員の責務を果たしていくために、その活動上必要となる原則を掲げるもの。
　第１項では、合議体である議会は言論により成り立つところから、議員間の討議を推進しようとするもの。討議にあ
たっては、言論の自由を尊重し、かっ達な姿勢を想定している。
　第２項では、議員は町民の代表であるため、常に町民の声を聞き、課題を把握し、政策に反映することを確認するもの。
　第３項では、当然であるべき不断の研さんと高い倫理性を明文化するもの。

４．町民と議会の関係
第４条　議会は、議会活動に関する情報を積極的に町民に公開するとともに、議会運営及び議決に関し説明する責任を果
たすものとする。
２　議会は、全議員参加のもと議会報告会または意見交換会等を開催するなど、町民の意見を聴く機会を設け、これらを
議会活動に反映させるものとする。
【解説・趣旨】
　議会の活動を積極的に公開することなどにより、町民に対する説明責任を果たし、常に公正な議会運営を図ることを定
めるもの。また、議会活動への町民参加の機会を設けることなどを定めるもの。
　第１項では、議会は、町民に対する情報の公開と、経過や結果について説明する責任を果たすことを明らかにするもの。
　第２項では、町民参加の方法として議会報告会や意見交換会等の開催を想定し、意見等をうかがった上で政策の提言な
どに反映しようとするもの。

委 員 会 報 告 

議会活
性化

　６月定例会で改めて設置され、６月20日に開会された議会活性化調査特別委員会において、議会基本条
例（案）を決定しました。今後の議会活性化調査特別委員会で、実施要綱を検討し、今年度中に議会に上
程され、議決・施行となります。条例（案）の全文と解説を掲載しました。
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新
メ
ン
バ
ー
で
の
議
会
だ

よ
り
の
編
集
も
４
回
目
を
数

え
ま
し
た
。

　

実
質
的
に
は
ま
だ
一
年
経

過
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
定
例

会
４
回
の
編
集
を
経
験
し
、

広
報
委
員
そ
れ
ぞ
れ
が
要
領

を
得
た
動
き
で
、
編
集
作
業

も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

昨
年
９
月
か
ら
担
当
し
た

委
員
６
名
の
半
数
が
新
人
議

員
で
、
私
も
そ
の
一
人
と
し

て
委
員
長
を
は
じ
め
先
輩
諸

氏
に
教
え
を
乞
い
、
や
っ
と

形
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思

え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
旧

弊
に
と
ら
わ
れ
ず
、
皆
さ
ん

に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
、
わ

か
り
や
す
い「
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
努
力
し
て
参
り
ま

す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
対
し
、
み

な
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。
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就
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三
つ
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可
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②
応
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平
成　

年　

月
１
日（
月
）

２４

１０（
消
印
有
効
）

③
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で

あ
り
、
他
に
発
表
予
定
の

な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

④
カ
ラ
ー
写
真
（
ア
ナ
ロ
グ

写
真
・
デ
ジ
タ
ル
写
真
ど

ち
ら
も
可
）
加
工
は
不
可

サ
イ
ズ
は
紙
焼
プ
リ
ン
ト

２
Ｌ
サ
イ
ズ
以
上

⑤
採
用
作
品
の
版
権
・
使
用

権
は
富
谷
町
議
会
に
属
し

ま
す
。
な
お
、
作
品
の
返

却
は
し
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今今号号のの表表紙紙 たくさんの応募
ありがとうございました。

寅年生まれの一卵性の双子で１歳９ヶ月になりました。

５歳のお姉ちゃん（幼稚園）といつも仲良く遊んでいます。

将来は体操のオリンピック選手にでもなろうかな？

町民町民のの声声

　

黒
川
手
話
同
好
会
は

今
年
が　

年
目
に
な
り

ま
す
。
サ
ー
ク
ル
を
立

ち
上
げ
た
こ
ろ
に
比
べ

る
と
、
聴
覚
障
害
者
に

対
す
る
理
解
は
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
深
ま
っ
て
い
な
い
状

況
で
す
。
耳
の
不
自
由

な
人
は
、
手
話
で
話
す

と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
中
で
、
い
ざ
話
す
と

な
る
と
「
筆
談
で
大
丈

夫
で
す
よ
ね
」
と
い
う

具
合
で
す
。

　

聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
は
様
々
で

す
。
私
た
ち
の
サ
ー

ク
ル
で
も
手
話
を
基

本
と
し
ま
す
が
、
お

互
い
が
わ
か
り
あ
え

る
た
め
に
は
、
口
話
、

筆
談
な
ど
も
使
い
ま

す
。

　

昨
年
、
障
害
者
基

本
法
の
改
正
に
よ
り

「
言
語
（
手
話
を
含

む
）」
と
規
定
さ
れ
、

手
話
の
言
語
性
を
認

め
る
法
律
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
手
話

が
認
め
ら
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第１４ 回

　

サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
毎
週

水
曜
日
、
中
央
公
民
館
で

行
っ
て
お
り
、
手
話
の
勉
強

や
聞
こ
え
な
い
人
と
の
交
流

を
図
る
た
め
に
、
小
物
作
り

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
聴
覚
障
害
」「
手
話
」
に
つ

い
て
の
講
師
依
頼
を
受
け
た

時
は
、
ろ
う
者
と
聴
者
の
二

人
で
行
き
ま
す
。
身
体
障
害

者
協
会
の
行
事
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
お
互
い
に
学
び
、

教
え
合
い
、
笑
え
て
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
場
と

し
て
福
祉
社
会
に
協
力
す
る

と
と
も
に
、
障
害
者
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

黒川手話同好会

左から 岸田　 華  世 ちゃん〈妹〉・
か よ

 真  世 ちゃん〈姉〉
ま よ

（平成２２年１１月２４日生まれ）《成田》

　
１２




